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要旨

修士課程における助産師教育での課程修了前 OSCEを受験する学生の行動への影響要因を分析し、そ

の特徴を明らかにすること、および効果的な修了前 OSCEの方法について検討することを呂的に、{車了

前 OSCEを受験した本学の助産学実践コース 2年次生3名を対象に半構造化面接を行い、デ}タを質的

帰納的に分析した。修了前 OSCEを受験する学生の行動に影響する要因として、[実習で獲得した実鵠能

力の発揮][就職前に再謡識され、明確化した課題とモチペーションの上昇1[発揮できなかった本来大

切にしているケアロケア実施を支えるロールモデルの存在日学内横習での教員の根本的な実技伝達H信

頼獲得のために大切にしているケア][実習からのプランクにより薄れた目標や課題とそれに伴う不安1
i知識・経験の基盤となる分娩介助手順}の 8カテゴリーが抽出された。そして、効果的な修了前OSCE

のためには、 1)実施要項および学生への告知方法の改善、 2)適切な模握産婦の選定、 '3)実際の分娩との君主

離を最小限にする状況設定が必要であると考えられた。

キーワード:客観的臨床能力試験 (OSCE)、助産師教育、修士課程

1 .背景

客観的臨床能力試験 (ObjectiveStructured 

Clinical Examina説on;以下 OSCEとする)とは、

学生の精神運動領域および情意領域の学習効果を

評価し、臨床実践能力の議成度を客観的に評価す

る技術試験のことであり、 1975年に R.Hardenの

提唱によって医学教育において始められた

(Ha:r:den，et a1， 1975)。医学中央雑誌Webによる

検索結果では、日本の看護教育において OSCEに

関する学会発表がされるようになったのは 2001

年から、助産師教育においては 2005年からと、

比較的新しい試みであることがわかるのその教育

効果や意義についても検証されつつあるが(山本

ら，2013;藤井ら，2012;長関ら，2012;笹本

ら，2012;原因ら，2010)、特に場産師教育における

OSCEに関する先行研究はほとんどみあたらない。

今回、本学の修士課程助産学実践コース 1期生

の修了にあたり、助産技術を復習し、かっ助産実

践能力に関する各学生の課題を明確にすることで、

助産師としての臨床への適応をスムーズにするこ

とを目的に修了前OSCEを実施した。 OSCE受験

の学生の行動には、今までの講義内容や学内演習、

あるいは実習での経験が態響するものと考えられ

るが、 OSCE受験の学生の行動への影響要因を明

らかにした先行研究はない。また、修士課程にお

ける助産師教育としてのOSCEについて報告され

た文献も存在しない。そこで本研買では、修士課

程の崩産輔教育における修了前OSCEを受験する
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学生の行動への影響要因を分析し、その特徴を明

らかにするとともに、効果的な修了前 OSCEの方

法について検討したので報告する。

ll.用語の定義

客観的臨床能力試験 (OSCE) とは、学生の精

神運動領域および情意領域の学習効果を評価し、

臨床実践能力の達成度を客観的に評価する技術試

験のことである (Harden，etal， 1975)。学生はス

テーションとよばれる、試験に必要な用具や機器、

模擬患者(模擬産婦)が配置された実際の病棟や

外来のような部屋で、一定時間に提示された課題

について技能を遂行する。

彊. 目的

1)修了前 OSCEを受験する学生の行動への影響

要因を分析し、その特徴を明らかにすること。

2)修士課程における助産課程修了前の効果的な

OSCEの方法について検討すること。

IV.方法

1.萌究デ、ザイン

インタピュー調査による質的帰納的研究を用い

た。

2.対象者

修了前OSCEを受験した本学の助産学実践コー

ス2年次生 3名とした。

3. 倫理的配慮

奈良県立医科大学研究論理審査委員会の承認を

得た(承認番号:852)。研究対象者には本研究の

目的と方法およびインタピュー内容、プライパシ

ー保護と匿名性の確保、参加は自由意思であるこ

と、議中辞退の自由、研究への不参加による不利

益を被らないことについて文書と口頭で説明し、

同意を得てからインタぜューを行った。また、イ

ンタピュー内容の録音と記最は研究協力者の間意

を得て実施した。

4.インタピュ一方法

インタピューはOSCEで能用する評価表の項目

と、インタピューガイドを用いた半構造化面接と

した。 1人 1図的分程度とし、プライパシー保護

のため個室にて実施した。 OSCEでの 4場面{導

入、診断・アセスメン入信頼関係構築のための

ケア(声掛け、産補緩和など)、分娩介助}につい

て、学生の患いと、行動に影響を与えたと思う助

産学教育{講義内容、学内槙習、実習等)での経

験、場面について聞き取りを行った。

5骨分析方法

データ分析方法i土、修士課程における諺了前

OSCEの特撤となる記述部分と、 OSCE受験の学

生のOSCE実施時の行動への態響要因に関する記

述部分を抽出しデータとした。抽出したデータの

意味を損なわない文脈で区切りコード化した。コ

ード化した意味内容の類似性と相違性を比較しな

がら類型化し、サプカテゴリー化した。さらにサ

プカテゴリーを内容別に類型化して抽象度を高め、

カテゴリ ~fじした。データ分析については議数の

の研究者間で分析の過程を共有し、要約やカテゴ

リー化について繰り返し確認し、検討を重ねた。

V勾結果

1.諺了前OSCEを受験する学生の行動に影響を

与える要因

修士課程の助産師教育における修了前OSCEを

受験する学生の行動へ影響を与える要閣として、

I実習で獲得した実践能力の発揮](就職前に再認

識され、明確記した課題とモチベーションの上昇l

f発揮できなかった本来大切にしているケア][ケ

ア実施を支えるローノレモデノレの存在日学内講習で

の教員の根本的な実技信連日信頼獲得のために大

切にしているケア口実習からのブランクにより薄

れた目標や課題とそれに伴う不安日知識・経験の

基盤となる分娩介助手願}の 8カテゴリーと 29

のサプカテゴリ一、 59のコードが抽出された(表
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1)。文中、カテゴリーは[ Lサブカテゴリーは

<( )>、コードは< )で示した。

1) [実習で獲得した実践能力の発揮]

i実習でま蔓得した実践能力の発揮}に辻、摸諜

産婦の存在をはじめとする OSCEとし 1う臨床iこ近

い状況設定によって実習経験が呼び起されるとい

う《リアルな状況設定で、蘇札発揮される実習経

験》が基盤となっていた。そして、学生は《実習

での対象者とのかかわりで教えられたことの発

揮》や《実習を通して自信を持ったケアの発揮》、

《実習により統合された知識と経験を発揮する》

ことができていた。また、《印象に残る実習指導者

の指導ーが息づいた実践》が発算され、《障賭する学

生の背中を押す実習指導者からの指導》が影響を

与えるなど、 ((OSCE実施の基盤となる病院実習》

が明らかに金った。

2) [就職前に再認識され、明確立し と

ベーションの上昇}

(OSCE実施によってこそ振り返ることができ

た縮かい視点による課題の自覚>(OSCE実施によ

ってこそ経験できた臨場感のある分娩介助により、

課題を再認識した〉など、学生は OSCE実施を過

して《薄れていた助産への課題を改めて認識する》

ことができていた。また、 <(OSCE実施マ初めて気

づいた島己の課題))<(模擬産婚からのアィードパッ

クによってはじめて気づいた課題》といっ~、

OSCEを実撞したからこそ直覚された課題がある

ことが明らかになった。そして、《就職前に明確に

なった課題》だけでなく、 ((OSCE実施で出来た全

体的な助産ケアの確認》を通して、 <<OSCE実施で

上昇した崩産へのよそチベーショ て〉

し

3) [発葎できなかった本来大切にしているケア}

学生は修7前 OSCEを受験するにあたり、 1

次の実習前に行われた分娩升助実技テスト

を強くもっており、同様のものであるという

で、事前準績を行ってし、た《実技テストの離の分娩

介助醸習の言己犠をたどった事前学習》が明らかに
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なった。そのため、《事前に立案した計画の遂行に

気を取られ、昆落とされた親察とケア》があり、

《分娩介助実技テストとの違いによる準備不足と

戸惑い》が自覚されていた。また、立時間制掘に気

を取られ発揮されなかったケア》が存在し、〈音寺開

をかけて関わりたい気持ちと計画を遂行し牟けれ

ばとし寸気持ちで、揺れ動き、十分ではなかったケ

ア〉といった《計画議行を罷先したことにより、

発揮できなかったケア》があることが明ら

った。

4) [ケア実聴を支えるロールモデルの存在}

OSCE実施には助産部のロールモデルの

存在が影響していることが明らかになったο《目諜

にしている助産輔の姿と生み出すお産の繋留気》

心の中に強く抱き、実践に結び付けようとして

ら)r学内韻習での教員の根本的な実技指達]

学生が按了前OSCEを実施するにあたり

いた経験辻、 1年次の病院実習における臨

床経験だけでなく、実習より以前の経験である学

内摸習での教員からの実技伝達やその関係性も影

響していることが明らかになったの《学内撰習で教

員から強調された母子の安全第一))((手添えで長わ

ってきた教員の本気度》担金く印象に残る

での教員の実技指導と練習の日々》といったこと

く意識される一方、《教員にカを

られ設かった学内での悔しい経験》も学生の

OSCE実誌の際に呼び起されていた。

6) [信頼護持のために大切にしているケア}

むE実施の際、実習のときと同様に、

くことを重要視してし

じて《構報収集を通して関僻性構築を留

る》ことを心がけ、《受け持つお産に、責イ壬を持つ内

を{言;念として確立し、《信頼獲得を願う産

蒲緩和ケア》を大切にしており、 OSC"E実擁のi諜

らを実践していたことが瞬らか札なっ

らのブランクにより 自擦や課題

とそれに伴う不安]
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表 1 修了前OSCEを受験する学生の行動に影響を与える要因

lカテゴリー サプカテゴリー コード

-リアノレな模様産婦の様子から実習の記憶が蘇り、事前には意識していな

リアルな状祝設定で蘇り、 かったケアを実捕

発揮される実習経験
-より詳細に実習経験を思い出すきっかけkなったリアルな産婦の様子

-実習で指導された内容だけでなく、まわりの助産師の産婦への声掛けま

で蘇るきっかけとなった模擬産婦の様子 ほカミ

実
OSCE実施の基盤となる病 ‘イメージしやすい病院実習での艦験

習 院実習 -呼び起こされる病院での実習経験

で
場産婦との関わりから学んだ、関係構築のための笑顔や優しい声での対車

得獲 実習での対象者との関わり の必要性

し で教えられたことの発揮 -分娩に付き路う存夜(助産師)は大きく、産婦への対応が与える影響も
た 大きいと学んだ実習経験
実

実習により統合された知識
践能

. .i}IJの機会に修得した2つの経験を統合した帝で、 OSCE実施につなげる

と経験を発揮する ことができた
カ
守〉 実習を通して自信を持った

発揮 ケアの発揮
-自然に発揮できたのは実習で自信を持ってできていたケア

印象に残る実習指導者から • n台児心音の音響がきっかけで印象に譲る実習指導者の指導が蘇り、実践

の指導が息づいた実践 につながった

韓轄する学生の背中を押す -受け持つときの責佳としての内診という考えをもっきっかけは、酵障し

実習指導者からの指導 ている自分の背中を押してくれた指導者からの指導

就職前

‘OSCE実施によってこそ振り返ることができた細かい視点による課題の

自覚
薄れていた助産への課題を ‘08CE実施によってこそ経験できた臨場感のある分雄介助により、課題

改めて認識する を再認識した
再 'OSCE実施したからこそ、産婦の訴え在開きつつ確実に分娩介助を進め
認

るためには周囲の協カの必要性を再認識した iまカミ
識
さ -すべて一人で対処しなければいけない08C11:を経験したことで明らかに

i'L OSCE実施で初めて気づい なった、苦手なところやできないところ、

明
m 周りのスタップも含めて産婦への声掛けを参考に自分に取り入れる姿勢

た自己の課題 が必要だったと気付く確
イ包 . OSCE実施によって新たι気付かされた分娩予測という課題

し -具体的な課題が明確化し、就職前に檎足するきっかけとなった 08CE
た 就職前に明確になった課題 . 08CE実趨によってこそ呼び記こすことができた経験と感覚、就職前の
課

課題
題
と 模擬産婦からのフィードパ
モ -模様産婦からのフィードパックがあったからこそ新たに気付かされた分
チ ックによって初めで気づい

娩予捌という課題
.r-;.。‘ 

た課題

シ OSCE実施で出来た全体的 -実習での経験を呼び起こし、模撰産婦や評価者からの全体的な評価によ
ヨ

ン な助産ケアの確認 り可能となった分娩介助金体に関する確認、

(J) 
OSCE実施で上昇した助産上

昇 |へのモチベーシ司ン
-課題が明確になったことによる、自信の減少とそチベーションの上昇
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表 1修了前OSCEを受験する学生の行動に影響を与える要因(つづき 1) 

カテゴリー サプカテゴリー コード

-事前に計画していたアセスメントや行動を遊行することに気を取られた

事前に立案した計画の遂行 ことで見蕃とされた観察とケア

に気を取られ、見落とされ
，事前に計画していたことを遊行することに気がとられ、観察がおろそか

になり、十分ではなかった診断・アセスメント

発 た観察とケア -時聞が経過して産婦の状況が自に見えるようになって、本来すべき観察
揮 やケアがおろそかになっていることに気付く iまカ込
で

胆 OSCEは分雄介助実技テストと同じようなものだと思って事前準瀦をす
き
な る
台、 分娩介助実技テストとの違

e分娩介助横習のようなものだという認識が事前の計画遂行に気を取られ、
dつ

いによる準備不足と戸惑い 観察やアセスメントがおろそかになった要因の一つ
た

本来
-分娩介助実技テストの意識が強く、正常にいくものだという思い込みか

ら、必要な観察ができなかった

大 時間制限に気を取られ発揮 -時間の制限により分娩室移室に気を取られたことで、コミュニケーショ
切 ンを図る意識が欠けた

されなかったケア 。時間の制隅に気を取られ、おろそかになった産痛緩和
し
て 計画遂行を優先したことに
し1

より、発揮できなかったケ
-時間をかけて関わりたい気持ちと計曹を議行しなければという気持ちで

る 揺れ動き、十分ではなかったケア
ケ ア
ア

実技テストの前の分娩介助

練習の記憶を辿った事前学 -実技テストの前の分娩介助練習の記憶を振り返って事前準備をする

習

るケ
-柔らかい声で笑顔で接する温かい助産師が呂擦であり、ロールモデルで

ロア ある

の 1 施実 目標にしている助産師の襲 -ロールモデルとなる助産師が担当するお態i土、学生も巻き込んで居場所

存在 デノモレ 支を と生み出すお産の雰囲気
をつくってくれ温かい雰囲気の安心感のあるお産

，ローノレモデルは、分娩の進行状況を具体的に産婦へ倍え、児の様子を教

yレえ
えて空気を和ませる助産師であり、このままでいいというやる気を引き出

していた Eま'hミ

学
教員にカを見せられなかっ -注意点を理解していることを実技で発揮したい気持ちと、できなかった

事
た学内での悔しい経験

ときの緊迫した教員の反応

-頑張ってできるようになった実技を教員の前で発揮できなかった梅しさ

学内演習で教員から強調さ -印象に残る、実技テスト前に教員から受けた母子の安全第一を考えた注
で

支 の れた母子の安全第一 意点

皇室 手添えで伝わってきた教員
-感覚と重要性が缶わってきた、教員の力強い手添え指導

の の本気度
キ畏

本的 強く印象に残る学内演習で

の教員の実技指導と練習の -分娩台での介助で蘇る、実技テストのための繍習の際の教員からの指導

実な
日々
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表 1 修了前 OSCEを受験する学生の行動に影響を与える要因(つづ、き 2)

カテゴリー サプカテゴリー コード

切信
情報収集を過して関 司情報収集を通して関保構築を心がける

1::頼

じ費
係性構築を図る -看護学生のときから大切にしていた情報収集を通した関耕構築

受け持つお産に責任て
-受け持ち開始の助産師の責桂として内診を含めた観察を行ういの

を持つ内診実施る た
め

信頼獲得を願う産痛ケ t::ア」 -関梼構築を図る産矯緩和マッサージ大 藤和ケア

そ たン実
実習からのプランク 'OSCE実施によって、自己の課題が薄れていることに気付く

れ自ク習 により薄れた目標や ‘実習から経過した時間の中で薄れた課題や目標、実践カにより不安を呼
に標やにから
伴よ 課題 んだ

う 崩課りのz 薄プ
実習からのプランク -分娩台に横になる模擬産掃を前に、久しぶりの分娩介助であることで介

と れ ラ により生じる不安感 助1例目のように感じた不安

介なの知 知識・経験の基盤とな ‘アセスメントに必要な項目は講義プリントを参考に振り返る
助る基識

手頗分娩盤と 経験
る分娩介助手順番と掘 'OSCEの事前準備として振り返ったのは、実習で支えになっていた分娩

り返る 介助手踊

(OSCE実施によって自己の課題が薄れている

ことに気付く〉など《実習からのブランクにより

薄れた呂標や課題》が明らかになり、課題が薄れ

ていることで《実習からのブランクにより生じる

不安》が生じていた。

8) (知識・経験の基盤となる分娩介助手JI副

学生は OSCEを実施するにあたり、〈アセスメ

ントに必要な項目は講義プリントを参考に振り返

る)ことで事前準備をするとともにゆSCEの事

前準犠として援り返ったのは、実習で支えになっ

ていた分娩介助手t麗〉であったことが明らかにな

った。《知識・経験の基盤となる分娩介助手)棋を振

り返る》ことは、学内演習や実習で獲得した知識

や経験を振り返り、呼び起すために実施されてい

た0

2.修了前OSCEを受験する学生の行動に影響を

与える要閣の関連性

{事了前 OSCEを受験する学生の行動に影響を

与える要因として明らかになった 8つのカテゴリ

ーについて、それぞれの関係牲者検討し、関連国

を作成した(国 1)。

修了前 OSCEの実縮にあたって、学生は{実習

で獲得した実践能力の発揮lをすることができて

いた。その実践には、自己の実習経験や実習指導

者との関わりの中で確立した i信頼獲得のために

大切にしているケア}が中核となり、[発揮できな

かった本来大切にしているケア}が対極に存在し

ていた。 H言頼獲得のために大切にしているケア}

と i発揮できなかった本来大切にしているケア}

は、いずれも臨床での実習を通して獲得した{ケ

ア実撞を支えるロールモデルの存在}が重要な要

素となっていた。

i学内譲習での教員の祖本的な実技伝達1とi知
識・経験の基盤となる分娩介助手JI展}の 2つのカ

テゴリーは、学生の修了前 OSCEの実施、ひいて

は実践能力の発樟において、臨床実習で経験し獲

得したものだけではおく、学内での教育や教員と

の関係性も影響惑う与える重要な要素であることを

明らかにしていたG それらは{実習で獲得した実

践能力の発揮Iの外核を成し、学生の OSCE実撞

-72-



奈良看護紀要 V0L11.2015

就
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再
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?管
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ン諜
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f実習からのプランヴにより薄れた笥標や課題とそれに伴う不安]

園 1 i事了前 OSCEを受験する学生的行動i手艶響を与える要因的関連盟

の基盤として存在していた。

i実習からのプランクにより薄れた自標や課題

とそれに伴う不安}は、実習終了から助産部とし

て就職するまでに半年以上経過するという、蕗士

課程における諺了前 OSCEを受験する学生の心

理状態の特徴老衰し、 OSCE実施全体に影響を与

えていた。そして、{就職前に再認識され、明確化

した課題とモチベーションの上昇}は舷了前

OSCEの成果としで明らかになった。

¥11.考察

1.棲了前 OSCEを受験する学生の行動に影響を

与える要因

{実習で獲得した実践能力の発揮H信頼獲帯の

ために大切にしているケアHケア実施を支えるロ

ールモデルの存在]の 3カテゴリ}は、臨床実習

で得られる経験が、実習が終了して半年以上経過

した諺士課程の助産師学生にとっ wても、実践能力

の発揮に大きく影響を与えることを改めて明らか

にしたと考える。全国助産師教育協議会は助産師

教育のミニマム・リクワイアメンツの一項目とし

て、助産師としてのアイデンティティの形成を挙

げており、 f助産の実習を通して、助産師の役割や

要求される人間性を意識化し、自己の助産師犠を

イメージして述べることができることj を冒標と

して掲げている(全国助産師教育協議会， 2012)。

ロールモデルの寄在l土、助産師の役割や要求され

る人間性を意識化し、自己の助産師橡をイメージ

することの一助となることが考えられる(太田ら，

2009)。修了前OSCEで実践龍力を発罪するにあ

たり、学生にとってロールモデルの存在が支えに

なっていたことが本研究によって明らかになった

ことは、臨床での実習において助産師のロールモ

デルを獲得することが助産師教育にとって重要で

あることを改めて示す結果となったと考えられる。

地方、[発揮できなかった本来大切にしているケ

ア]は、学生の中で、 1年次の実習前に行われる

分娩介助実技テストの記櫨が強く残っていること

でイメージに引きずられたことが大きな要因であ

ることが明らかになった。その原因の一つにはY

国内の看護および助産師教育における OSCEの

活用が始まったばかりであり定着しているとはい

えない現状であることと(小西， 2013)、それゆ

えに学生の中で OSCE'こ対する認識や知名度が

低かったことが考えられた。このことから、修了

前 OSCE実施にあたっては、事前の告知の方桧や

実施要項の改善を検討する必要性があると考える。

しかし一方で、 08CE実施の際には発揮できなか
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ったものの、本来は大切にしているケアが存在す

ること、あるいは時間の制限といった OSCE実施

上の設定や、実際の分娩との事離がなければ実践

していたケアがあるという思いを学生自身が抱い

ていることも、また明らかになったと考えられる。

この背景として、学生が臨床実習での経験で獲得

したロールモデルの存在や、それに伴って確立し

てきた助産観があるがゆえに抽出された要因であ

ると考えられた。

[学内演習での教員の根本的な実技信連}と{知

識・経験の基盤となる分娩介助手)1闘の 2つのカ

テゴリーが学生の OSCE実施の基盤として存在

したことは、学生の修了前 OSCEの実施、ひいて

は実践能力の発揮において、実習を経験してもな

お、学内での教育や教員との関保性が影響を与え

る重要な要素であることを明らかにしていた。国

内の看護および助産部教育における OSCE!こ関

する先行研究では、 OSCEを受験する学生の行動

に影響を与える要因について調査したものはない

ため、本研究の結果は看護および助産師教育にお

ける OSCEに関する新しい知見であると考える。

修了前OSCEを受験する学生は[実習からのプ

ランクにより薄れた目標や課題とそれに伴う不安]

を抱き、そして OSCE受験後に i就職前iこ再認識

され、明確化した課題とそチベーシ百ンの上昇}

を自覚していた。これらのことは、実習終了から

就職までのブランクが避けられない修士課程の助

産師教育において、修了前OSCEを実施すること

の有効性を訴していると考える。

2.効果的な修了前 OSCEの検討

本語究の結果から、効果的な修了前 OSCEの計

画、運営に向けて検討した項目は、 1)実擁要項お

よび学生への告知方法の改善、 2)適切な模擬産婦

の選定、 3)実際の分娩との事離を最小限にする状

況設定の 3点である。

1)実施要項および学生への告知方法の改善

本研究により、 OSCE受験の際に学生は分娩介

助実技テストを強くイメージすることで、本来持

っている力を発揮できない側面があることが明ら

かになった。 OSCEとは、学生の精神運動領域お

よび情意領域の学習効果を評価し、臨床実践能力

の達成農を客観的に評錨する技術試験のことであ

る (Harden，eta!， 1975)。実技テストとは異なる

視点での評価を目的としている試験であることを

実施要項に明示するとともに、学生への告知の聴

にもその皆を強調し、 OSCE!こ関する知識を事前

に定着させ、 OSCE~こ臨む環境を整えることが必

要であると考えられる。

2)適切な模撰産婦の選定

OSCE における模諜産婦(模擬患者)には、通

常、専門知識を持っていなし1一般人を選定すると

されている(捜遺ら， 2011)。しかし、今回の棲

了前OSCEでは、専門職からのフィードパックに

よってより具体的で臨沫経験に根付いた意見が得

られることを予測して、臨床で勤務しており、か

っ出産経験のある助産師を選定した。その結果、

《模擬産揚からのフィードパックによって.初めて

気づいた助産への課題》が明らかとなり、その内

容も産婦の立場だけでなく助産輔の立場も含めた

フィードパックであった。このことから、勃産師

教育における OSCEの模擬産婦は、一般人よりも

助産部であること、かっ可能で、あれば出産経験の

ある者を選定することで効果的な OSCE実施に

つ訟がる可能性があると考えられる。

3) 実際の分挽との君主離を最小限にする状況設定

試験の性質上、制限時間の設定はやむを得ず、

それに拝い実際の分挽経過との君主離が生じること

は、分娩介助に関する OSCEを計画するうえでの

融界の一つであるといえる。今回の結果からも‘

《時間詣U~畏に気を取られ発揮されなかったケア》

があることが明らかになっている。このことから、

{就職訴に再認識され、明確化した課題とそチベ

}ションの上昇}という修了前 OSCEの効果を最

大鰻にし、学生の自己効力感を高めて臨床への適

応をスムーズにするためにも、実際の分娩との講

離を最小限にする必要があると考える。その対策
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の一つに、制限時間を可能な限り長く設けること

と、その制隈時間のなかで無理なく実施できる課

題内容の選定が挙げられる。課題内容を限定しつ

つも、精神運動領域および情意領域の学習効果を

評価し、臨床実践能力の達成度を客観的に評価す

るという OSCEの目的を達成するためには、修了

前 OSCEを実施するにあたって教育機関ごとに

その特徴をふまえて、期待する OSCEの効果や目

的を明確にし、課題の焦点を定める必要があると

考える。

本訴究で得られた結果は修士課程の助産師教育

における修了前 OSCEの特徴を示唆しており、修

了前 OSCE実施後に期待する効果や目的を明確

にして、効果的な OSCEを計画する轄のー資料と

なり得ると考える。

V!L本研究の限界と課題

今回の調査では対象者が本学の学生3名のみと

!理られていたため、結果を一般化するには限界が

ある。また、学生の OSCEに対する認識が十分で

なかった中での修了前 OSCEの実施であったこ

とにより、特有の結果が抽出された可能性も否定

できない。今後は、調査を重ねて結果を蓄積して

いくことで、{彦士課程の助産師教育における修了

前 OSCEの特徴を明らかにし、一般化することが

課題である。

噛.結論

諺士課程の助産師教育における諺了前 OSCE

を実施する学生の行動に露響を与える要因として、

{実習で獲持した実践能力の発揮n就職前に再認

識され、明確化した課題とそチベーションの上昇}

[発揮できなかった本来大切にしているケア](ケ

ア実施を支えるロールモデルの存在日学内演習で

の教員の根本的な実技伝達H信頼獲得のために大

切にしているケアu実習からのプランクにより薄

れた目標や課題とそれに伴う不安][知識・経験の

基盤となる分娩介助手!膜]の 8カテゴリーが抽出

奈良看護紀要 VOL11.2015

された。そして、効果的な修了前 OSCEのために

は、1)実摘要項および学生への告知方法の改善、

2)適切な模擬産婦の選定、 3)実際の分娩との君主離

を最小限にする状況設定が必要であることが考え

られた。
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